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財政課 蘂24-8803丸亀市の家計簿 

健全な財政に向けて さらに努力を 健全な財政に向けて さらに努力を 

　健全化判断比率は、市など

の地方公共団体の財政状況を

客観的に見て、財政の状況の

診断をするための指標です。 

　指標が、決められた基準よ

り大きい数字になった場合は

「財政健全化計画」などを作

って、厳しい財政の改革が必

要になります。 

　また、水道事業など公営企

業でも、基準より悪くなると、

厳しい経営の改善が求められ

ます。 

　本市の場合は、右の表のと

おり、す

べての指

標が基準

を大きく

下回って

おり、財政状況は良好な状態

です。 

　しかし、景気の後退で財源

確保も不透明で、将来まだま

だ財政需要の増加が予測され

ます。 

　そこで、今後も中・長期的

な視野で、一層健全な財政運

営に努めていきます。 

　平成平成22年度丸亀市一般会年度丸亀市一般会計

の歳入総額は、の歳入総額は、406406億309309万

円で、前年度と比較して円で、前年度と比較して3535億

93209320万円減りました。万円減りました。 

　主な内容として、前年度の　主な内容として、前年度の

国の定額給付金などが終了し国の定額給付金などが終了し

たので、国庫支出金がたので、国庫支出金が1313億26 6 

10万円、また合併特例債万円、また合併特例債を使を使

った消防庁舎整備などの大型った消防庁舎整備などの大型

事業が完成したため事業が完成したため、市債市債が、

2424億14501450万円減りました。万円減りました。 

　歳入の約三分の一を占める　歳入の約三分の一を占める

市税は、個人市民税が２億市税は、個人市民税が２億48 8 

1919万円減りましたが、法人万円減りましたが、法人市

民税は、一部企業の業績が回民税は、一部企業の業績が回

復傾向にあり、４億復傾向にあり、４億34673467万円

増え、全体で１億増え、全体で１億68436843万円万円増

えました。えました。 

　また、競艇事業はナイター　また、競艇事業はナイター

レース開催などの経営改善にレース開催などの経営改善に

取り組み、繰入金は、前年度取り組み、繰入金は、前年度

から３億円増えて５億円を確から３億円増えて５億円を確

保することができました。保することができました。 

　一方、歳出総額は一方、歳出総額は391391億94 4 

6666万円で、社会保障関連経万円で、社会保障関連経費

が増加していますが、健全なが増加していますが、健全な

財政運営に向けて事業の見直財政運営に向けて事業の見直

しと改善を進めており、またしと改善を進めており、また

大型建設事業が完成したこと大型建設事業が完成したこと

などで、前年度と比較してなどで、前年度と比較して39

億28252825万円減りました。万円減りました。 

 

 

 

 

　次に性質別決算の状況です　次に性質別決算の状況です

が、義務的経費は、定年退職が、義務的経費は、定年退職

などによって職員が減り、月などによって職員が減り、月

例給料や期末・勤勉手当（ボ例給料や期末・勤勉手当（ボ

ーナス）の引き下げなどによーナス）の引き下げなどによ

って、人件費が２億って、人件費が２億80998099万円

減りました。減りました。 

　扶助費は、子ども手当の創　扶助費は、子ども手当の創

設や景気の低迷で生活保護設や景気の低迷で生活保護費

の増加などによっての増加などによって1515億7907905

万円増えました。万円増えました。 

　投資的経費は、大型事業が　投資的経費は、大型事業が

完成したことや、厳しい財政完成したことや、厳しい財政

状況の中、事業費を抑えたの状況の中、事業費を抑えたの

で3939億259259万円減りました。万円減りました。 

　一般会計の市債残高は一般会計の市債残高は、38386

億48264826万円で、前年度と比万円で、前年度と比較

して、して、2525億54155415万円増えま万円増えまし

た。これは、合併特例債を使た。これは、合併特例債を使

って、保育所や教育施設などって、保育所や教育施設など

の整備を引き続き行ったための整備を引き続き行ったため

です。なお、この特例債は、です。なお、この特例債は、

元利償還金の７割が地方交付元利償還金の７割が地方交付

税で措置されます。税で措置されます。 

　特別会計の市債残高は　特別会計の市債残高は165165

億12421242万円で万円で、前年度と比前年度と比較し

て５億て５億61586158万円減りました。万円減りました。 

　企業会計の水道事業会計で　企業会計の水道事業会計で

は89億85218521万円で万円で、94729472万円

増えました。これは、満濃池増えました。これは、満濃池

導水管改良工事などを行った導水管改良工事などを行った

ためです。競艇事業会計は新ためです。競艇事業会計は新

たに借り入れをしなかったたたに借り入れをしなかったた

め、２億め、２億598598万円減り、万円減り、2626億

74307430万円になりました。万円になりました。 

 

 

 

 

　歳入歳出差引総額は、２億　歳入歳出差引総額は、２億

60566056万円の赤字で赤字額は万円の赤字で赤字額は前

年度と比較しますと、１億年度と比較しますと、１億26 6 

8484万円減っています。主な万円減っています。主な内

容としては、国民健康保険容としては、国民健康保険特

別会計が、３億別会計が、３億20922092万円の万円の赤

字決算となり、翌年度繰上充字決算となり、翌年度繰上充

用金を充用しました。用金を充用しました。 

　「土地・建物」には市庁舎　「土地・建物」には市庁舎、

消防施設、学校、幼稚園、公消防施設、学校、幼稚園、公

営住宅、公園、保育所、山林営住宅、公園、保育所、山林

などが含まれています。などが含まれています。 

　「出資による権利出資による権利」には、県には、県

信用保証協会出捐金信用保証協会出捐金、市土地開市土地開

発公社出資金発公社出資金、市水道事業市水道事業会

計出資金などが含まれています計出資金などが含まれています。 

　「基金」基金」は、特定の目的のたは、特定の目的のた

めに財産を維持し、資金を積めに財産を維持し、資金を積

み立てみ立て、資金運用するために資金運用するために設

けられた市の基本財産でけられた市の基本財産で、家庭

でいうでいう「貯金」貯金」にあたるものでにあたるもので

す。市には財政調整基す。市には財政調整基金、教

育文化体育基金など育文化体育基金など2020の基の基金

があります。基金の総額はがあります。基金の総額は94

億56895689万円で万円で、これを市の人これを市の人口

で割ると、一人で割ると、一人当た当たり8585,696696

円になり円になり、去年に年に比べておよ比べておよ

そ6,6006,600円増円増えましたえました。 

　「有価証券」有価証券」は、㈱香川県中部㈱香川県中部

流通センター、中讃ケ流通センター、中讃ケーブルブル

ビジョン㈱の株券などですビジョン㈱の株券などです。 

　平成22年度丸亀市一般会計

の歳入総額は、406億309万

円で、前年度と比較して35億

9320万円減りました。 

　主な内容として、前年度の

国の定額給付金などが終了し

たので、国庫支出金が13億26 

10万円、また合併特例債を使

った消防庁舎整備などの大型

事業が完成したため、市債が、

24億1450万円減りました。 

　歳入の約三分の一を占める

市税は、個人市民税が２億48 

19万円減りましたが、法人市

民税は、一部企業の業績が回

復傾向にあり、４億3467万円

増え、全体で１億6843万円増

えました。 

　また、競艇事業はナイター

レース開催などの経営改善に

取り組み、繰入金は、前年度

から３億円増えて５億円を確

保することができました。 

　一方、歳出総額は391億94 

66万円で、社会保障関連経費

が増加していますが、健全な

財政運営に向けて事業の見直

しと改善を進めており、また

大型建設事業が完成したこと

などで、前年度と比較して39

億2825万円減りました。 

 

 

 

 

　次に性質別決算の状況です

が、義務的経費は、定年退職

などによって職員が減り、月

例給料や期末・勤勉手当（ボ

ーナス）の引き下げなどによ

って、人件費が２億8099万円

減りました。 

　扶助費は、子ども手当の創

設や景気の低迷で生活保護費

の増加などによって15億7905

万円増えました。 

　投資的経費は、大型事業が

完成したことや、厳しい財政

状況の中、事業費を抑えたの

で39億259万円減りました。 

　一般会計の市債残高は、386

億4826万円で、前年度と比較

して、25億5415万円増えまし

た。これは、合併特例債を使

って、保育所や教育施設など

の整備を引き続き行ったため

です。なお、この特例債は、

元利償還金の７割が地方交付

税で措置されます。 

　特別会計の市債残高は165

億1242万円で、前年度と比較し

て５億6158万円減りました。 

　企業会計の水道事業会計で

は89億8521万円で、9472万円

増えました。これは、満濃池

導水管改良工事などを行った

ためです。競艇事業会計は新

たに借り入れをしなかったた

め、２億598万円減り、26億

7430万円になりました。 

 

 

 

 

　歳入歳出差引総額は、２億

6056万円の赤字で赤字額は前

年度と比較しますと、１億26 

84万円減っています。主な内

容としては、国民健康保険特

別会計が、３億2092万円の赤

字決算となり、翌年度繰上充

用金を充用しました。 

　「土地・建物」には市庁舎、

消防施設、学校、幼稚園、公

営住宅、公園、保育所、山林

などが含まれています。 

　「出資による権利」には、県

信用保証協会出捐金、市土地開

発公社出資金、市水道事業会

計出資金などが含まれています。 

　「基金」は、特定の目的のた

めに財産を維持し、資金を積

み立て、資金運用するために設

けられた市の基本財産で、家庭

でいう「貯金」にあたるもので

す。市には財政調整基金、教

育文化体育基金など20の基金

があります。基金の総額は94

億5689万円で、これを市の人口

で割ると、一人当たり85,696

円になり、去年に比べておよ

そ6,600円増えました。 

　「有価証券」は、㈱香川県中部

流通センター、中讃ケーブル

ビジョン㈱の株券などです。 

平成22年度決算 

一 般 会 計 概　要 

市税収入1億7000万円増 
競艇から5億円繰り入れ 

特 別 会 計 

国民健康保険事業の 
赤字1億2000万円減 

市債の残高 

教育施設などを合併特例 
債で継続。特別会計は、 
5億6000万円減 

一 般 会 計 歳出―性質別 

人件費2億8000万円減 
扶助費15億8000万円増 

市有財産など 

基金（貯金）は7億円増 

科　　目 金　額 

●一般会計　歳入 

●一般会計　歳出 

市 税  
地 方 譲 与 税  
地方消費税交付金 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
繰 入 金  
諸 収 入  
市 債  
そ の 他  
合　　　計 

142億8499万円 
3億6233万円 
10億 373万円 
1億8726万円 
66億7662万円 
7億2900万円 
8億4165万円 
51億4277万円 
25億2570万円 
3億 881万円 
3億5009万円 
12億6904万円 
55億8270万円 
13億3840万円 
406億 309万円 

利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金 
自動車取得税交付金 
交通安全対策特別交付金 
寄 附 金  
繰 越 金  

計 

8189万円 
3216万円 
964万円 
812万円 
9805万円 
3128万円 
387万円 

10億7339万円 
13億3840万円 

科　　目 金　　額 

土 木 債  
教 育 債  
総 務 債  
衛 生 債  
民 生 債  
消 防 債  
農 林 水 産 業 債  
減 収 補 て ん 債  
減 税 補 て ん 債  
臨時税収補てん債 
臨時財政対策債 
災 害 復 旧 債  
合　　　計 

62億6774万円 
84億5252万円 
27億 260万円 
10億6489万円 
12億9213万円 
35億5033万円 
6億3241万円 
1億7800万円 
18億6681万円 
2億6548万円 

122億9295万円 
8240万円 

386億4826万円 

151億 592万円 
12億8231万円 

8564万円 
3855万円 

165億1242万円 

科　　目 金　　額 
公共下水道事業債 
農業集落排水事業債 
駐車場整備事業債 
国民健康保険診療所事業債 
合　　　計 

科　　目 金　　額 

89億8521万円 
26億7430万円 
116億5951万円 

水 道 事 業 債  
競 艇 事 業 債  
合　　　計 

科　　目 金　　額 

■健全化判断比率 

実 質 赤 字 比 率  
連結実質赤字比率 
実 質 公 債 費 比 率  
将 来 負 担 比 率  

── 
── 
9.9 
75.7

12.15 
17.15 
25.0 
350.0

20.0 
35.0 
35.0 
 

早期健全化 
基　準 

財政再生 
基　準 丸亀市 健全化判断比率 

※1一般会計などの赤字の程度（──は黒字）。※2市の全会計の収支を合わ
せた赤字の程度（──は黒字）。※3市債の元利償還金などが、市税などの標
準的な収入に占める割合。※4将来に負う実質的な負担の程度 

※1 

※2 

※3 

※4

（単位：％） 

●市有財産などの現況 
　（平成22年度末現在） 

種　　別 保 有 量 

土 地  
（うち共有林） 
建 物  
出資による権利 
債 権  
基 金  
有 価 証 券  

6,555,611裃 
（1,030,444裃） 
469,347裃 
13億2414万円 
8億5120万円 
94億5689万円 
2億4027万円 

●特別会計 

●市債の現況（平成22年度末現在高） 
①一般会計 ②特別会計 

《その他の内訳》 

③企業会計 

●性質別決算状況 
貸付金 3億8851万円 

1.0％ 
維持補修費 1億9491万円 

0.5％ 

人件費 
78億5220万円 

20.0％ 

扶助費 
79億4480万円 

20.3％ 

公債費 
35億6435万円 

9.1％ 

農林水産業費 
7億2056万円 

商工費 
3億6997万円 

議会費 
3億1401万円 

労働費 
2億8736万円 

諸支出金 
2955万円 

0％ 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

50％ 

60％ 

70％ 

80％ 

90％ 

100％ 

投資的経費 
59億8360万円 

15.3％ 

物件費 
48億1366万円 
12.3％ 

積立金  
11億6943万円 

3.0％ 

補助費等 
31億1121万円 

7.9％ 

繰出金 
41億7199万円 

10.6％ 

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 
国民健康保険特別会計 
国民健康保険診療所特別会計 
公共下水道特別会計 
農業集落排水特別会計 
駐 車 場 特 別 会 計  
老 人 保 健 特 別 会 計  
後期高齢者医療特別会計 
介 護 保 険 特 別 会 計  
介護保険サービス特別会計 
養護老人ホーム特別会計 

合　　　　計 

117億6338万円 
9926万円 

23億5889万円 
1億3308万円 
1億4217万円 

682万円 
10億8227万円 
63億9572万円 

6412万円 
1億2689万円 

221億7260万円 

120億8430万円 
9926万円 

23億5452万円 
1億3290万円 
1億3972万円 

682万円 
10億7170万円 
63億5293万円 

6412万円 
1億2689万円 

224億3316万円 

▲3億2092万円 
0円 

437万円 
18万円 
245万円 

0円 
1057万円 
4279万円 

0円 
0円 

▲2億6056万円 

基金を市民一人当たりで計算すると 

前年比6,600円増 
85,696円になります。 

（平成23年4月1日現在の人口110,354人） 

総額 

総額 

391億9466万円 

391億9466万円 

投資的 
経費 

その他 
経費 

義務的 
経費 

民  生  費 
156億907万円 

教  育  費 
62億2318万円 

総  務  費 
50億3593万円 

公債費 35億6435万円 

衛生費 33億9088万円 

土木費 23億4353万円 

消防費 13億627万円 



丸
亀
総
合
運
動
公
園
が 

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す 

１２ 45

　児童虐待は、子どもが親など
から受ける身体的・心理的・性
的虐待、ネグレクトのことです。
親はしつけのつもりでも、子ど
もに苦痛を与えたり、成長に悪
影響を及ぼしたりする場合は虐
待です。深刻な事態になる前に、
勇気を出して地域の人や相談窓
口に協力を求めましょう。 

※保護者が子どもに対して、心身の正常
　な発達を妨げるなど、必要な世話や配
　慮を著しく怠ること 

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で 

●
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
が
不
安 

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
の
経
験
者
は
、

経
産
婦
の
約
５
人
に
一
人
と
身
近
な

病
気
で
す
。
子
育
て
の
不
安
な
気
持

ち
を
誰
か
に
話
す
だ
け
で
も
好
転
し

ま
す
。
周
り
の
人
に
「
こ
れ
以
上
無

理｣

と
訴
え
る
勇
気
が
大
切
で
す
。 

●
思
い
通
り
に
動
い
て
く
れ
な
い 

　
夜
泣
き
や
ム
ラ
食
い
を
す
る
子
ど

も
に
対
し
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
と
き
は
、
乳
幼
児
健
診
や
地

域
の
子
育
て
広
場
で
、
保
健
師
や
栄

養
士
な
ど
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
ど
う
し
て
で
き
な
い
の 

　
お
む
つ
は
ず
れ
や
発
語
で
、
周
り 

の
子
ど
も
が
自
分
の
子
ど
も
よ
り
も

進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

　
ま
た
「
子
ど
も
の
気
持
ち
が
理
解

で
き
な
い
」
と
感
じ
た
ら
、
同
じ
親

同
士
で
い
ら
立
っ
た
気
持
ち
を
話
し

合
い
、
自
分
だ
け
の
悩
み
で
は
な
い

と
気
付
い
て
く
だ
さ
い
。
自
分
に
合

う
サ
ー
ビ
ス
や
仲
間
に
出
会
う
ま
で
、

子
育
て
広
場
や
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

種
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
出
掛
け
て
み
る

の
も
い
い
で
す
ね
。 

●
子
ど
も
を
ま
た
怒
っ
て
し
ま
う 

　
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い
訳

で
す
。
自
分
の
親
に
虐
待
を
さ
れ
た

経
験
が
あ
る
、
配
偶
者
（
夫
ま
た
は

妻
）
が
子
育
て
に
無
関
心
で
一
人
で

抱
え
込
ん
で
い
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、

子
ど
も
が
嫌
が
る
行
為
は
す
べ
て
虐

待
で
す
。
児
童
相
談
所
（
西
部
子
ど

も
相
談
セ
ン

タ
ー
）
で
、

心
理
療
法
の

職
員
や
児
童

福
祉
司
な
ど

に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

【
相
談
窓
口
】 

■
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室

　
（
蘂
２
３
―
２
２
０
１
） 

■
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
内
西
部

　
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
（
蘂
２
４

　
―
３
１
７
３
） 

■
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー（
蘂

　
０
８
７
―
８
６
２
―
４
１
５
２
） 

11月は児童虐待防止推進月間 

守るのは 
　気づいたあなたの 
　　　　　その勇気 

虐待の実態 
　昨年度の児童虐待相談対応件数は、全国 

で55,152件（宮城県、福島県、仙台市を除い

た速報値）、香川県では588件で、3.3％の増

加です。虐待の種類別は次のとおりです。 

※ 

身体的虐待 

性 的 虐 待 

心理的虐待 

ネグレクト 

 

239 

9 

133 

188

203 

14 

141 

230

84.9 

155.5 

106.0 

122.3

虐待の種類 
件　数 

（H21年） 
件　数 

（H22年） 
比率（％） 
（対前年比） 

女性に対する暴力を 
　　　　　　なくす運動 

女性の人権ホットライン 
全国一斉電話相談強化週間 

【おわび】新造フェリー「しわく丸」就航の延期について 11月12日貍 
～25日貊 

　配偶者などからの暴力、性犯罪、セクシュアル・ハラスメント、

ストーカー行為など女性への人権侵害は根絶しなければなりません。 

《相談窓口》 
●子育て支援課女性相談 蘂23‐2201 

●県警察総合相談センター 蘂087-831-0110（＃9110／短縮ダイヤル） 

●かがわ男女共同参画相談プラザ 蘂087‐832‐3198 

●配偶者暴力相談支援センター 蘂087-835-3211（来所相談可・要予約） 

日時＝11月14日豺～20日豸午前

　８時半～午後７時（土・日曜

　は午前10時～午後５時） 

相談員＝人権擁護委員、高松法

　務局職員 

相談電話＝女性の人権ホットラ

　イン（蘂0570-070-810） 

　新造フェリー「しわく丸」（丸亀～広島～小手島～手島）の引き渡し検査を実施したところ手

直しが必要となり、就航を延期することとなりました。 

　就航を楽しみにされていた皆さまには大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解くださいますよう

お願いいたします。 

　なお、当面の間はこれまでの定期船が運航します。初就航の日程が決まり次第、改めてお知ら

せします。 

地域振興課 蘂24-8809　 

先代池 

平　池 

県立丸亀競技場 

野球場 
建設予定地 

新プール 
予定地 

丸亀 
市民体育館 

丸亀市 
総合運動公園 

廃止区域 

追加区域 

◎
変
更
内
容 

蘆
公
園
に
隣
接
す
る
先
代
池
西
側

　
の
堤
防
な
ど
を
公
園
区
域
に
追

　
加
し
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が

　
出
来
る
遊
歩
道
に
整
備
す
る
予

　
定
で
す
。 

蘆
現
在
の
プ
ー
ル
部
分
を
廃
止
し

　
ま
す
。
プ
ー
ル
跡
地
に
は
、
丸

　
亀
警
察
署
と
善
通
寺
警
察
署
を

　
統
合
し
て
新
設
さ
れ
る
警
察
署

　
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
新
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て

　
は
、
野
球
場
の
建
設
に
引
き
続

　
き
整
備
す
る
予
定
の
た
め
、
着

　
手
年
度
は
未
定
で
す
。 

　
県
警
察
本
部
か
ら 

　
　
　
　
蘂
0
8
7
―
8
3
3
 

　
　
　
　
　
　
　
―
0
1
1
0
 

　
新
し
い
警
察
署
は
、
管
轄
区
域

と
な
る
丸
亀
市
・
善
通
寺
市
・
多
度

津
町
で
発
生
す
る
事
件
や
事
故
の

状
況
、住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
、

警
察
活
動
の
機
動
性
な
ど
を
考
慮

し
て
、
丸
亀
市
総
合
運
動
公
園
の

プ
ー
ル
跡
地
を
建
設
予
定
地
に
し

ま
し
た
。 

　
２
市
１
町
の
人
口
や
面
積
な
ど

か
ら
、
署
員
２
０
０
人
規
模
の
体

制
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

中讃広域都市計画公園 

都市計画課 
蘂24-8812

子育て支援課 
蘂24-8808

　
市
で
は
、
中
讃
広
域
都
市
計
画
公
園
の
見
直
し
を
行
い
、
8
月
１２
日

か
ら
丸
亀
総
合
運
動
公
園
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。 

だ
れ 



●自治基本条例／市ホームページもご覧ください。http://www.city.marugame.lg.jp/itwinfo/i2499/

●受講料は（300円×開催回数）、講座により材料費が必要です。 
●詳しくは、各コミュニティセンター・市役所・飯山総合学習センター・生涯学習センターに置いているパンフレットをご覧ください。 

初
と
京
極
く
ん
の 

 

自
治
基
本
条
例 

教
室 

その２ 

前
回
、
自
治
基
本
条
例
を
知
っ
た
京

極
く
ん
。
お
や
お
や
、
な
ん
だ
か
様

子
が
変
で
す
が
…
…
。 

 

初
「
ど
う
し
た
の
？
京
極
く
ん
。
お

腹
で
も
痛
い
の
？
」 

 

京
極
「
拙
者
は
腹
痛
く
ら
い
で
弱
音

を
吐
か
ん
で
ご
ざ
る
！
実
は
こ
の
き

ま
り
が
い
つ
か
ら
あ
っ
て
、
ど
ん
な

こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
か
少
し
気
に

な
っ
て
条
例
を
見
た
け
ど
、
さ
っ
ぱ

り
わ
か
ら
ん
の
で
ご
ざ
る
」 

 

初
「
あ
ら
、
そ
う
だ
っ
た
の
？
ご
め

ん
な
さ
い
（
笑
）
。
こ
の
条
例
が
で
き

た
の
は
平
成
18
年
な
の
。
中
身
な
ら
、

本
文
よ
り
目
次
を
見
た
ほ
う
が
イ
メ

ー
ジ
し
や
す
い
か
も
ね
」 

 

京
極
「
ど
れ
ど
れ
…
…
。
前
文
か
ら

は
じ
ま
っ
て
、
市
民
の
こ
と
、
議
会
、

市
長
や
職
員
の
役
割
・
そ
の
責
任
な

ど
ま
で
書
い
て
ご
ざ
る
な
」 

 

初
「
そ
う
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
や

責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
役
割
を

十
分
に
果
た
せ
る
よ

う
に
す
る
た
め
よ
。

ほ
か
に
も
情
報
共
有
、

市
政
運
営
の
原
則
な

ど
、
大
切
な
こ
と
ば
か
り
な
の
」 

 

京
極
「
少
し
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
け

ど
、
難
し
い
言
葉
も
多
い
で
ご
ざ
る

な
。
『
前
文
』
か
ら
『
？
』
で
ご
ざ

る
」 

 

初
「
『
前
文
』
は
条
例
本
文
の
前
に
あ

る
も
の
で
、
条
例
の
ね
ら
い
や
考
え

方
を
伝
え
て
い
る
の
。
例
え
ば
、
市

民
は
互
い
に
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

主
体
的
に
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る

と
い
っ
た
丸
亀
の
自
治
の
基
本
的
理

念
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
わ
」 

 

京
極
「
本
題
に
入
る
前
に
、
基
本
的

な
考
え
方
や
拙
者
た
ち
の
決
意
な
ど

を
示
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
る
な
」 

 

初
「
そ
れ
と
、
『
市
民
』
っ
て
い
う

言
葉
が
あ
る
け
ど
、
こ
の
条
例
の
中

で
は
丸
亀
に
住
ん
で
る
人
の
ほ
か
、

通
勤
通
学
で
丸
亀
に

来
る
人
、
会
社
な
ど

も
含
ま
れ
る
か
ら
知

っ
て
お
い
て
ね
」 
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《出張年金相談》 
善通寺・高松西年金事務所による合同開催 
日時＝11月17日貅、18日貊午前10時～
　午後4時 
場所＝イオン綾川ショッピングセンター1階
　フラワーコート特設会場（綾川町） 
その他＝運転免許証など本人確認ができる
　書類、年金手帳、年金証書を持参 
問い合わせ＝日本年金機構善通寺年金事務
　所（蘂62-1660） 

明
日
の
あ
な
た
の
た
め
に
、 

　  

国
民
年
金
を
納
め
ま
し
ょ
う 

市
民
課
蘂
2
4
―
8
9
4
5

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
で
す 

　平成24年度市立幼稚園入園児募集 
　平成24年度からは、飯山南、飯山北幼稚園の4歳児の預かり保育がなくな
ります（5歳児は通常通り実施）。また同幼稚園では、3歳児保育を始めます。 
募集期間＝11月1日貂～18日貊午前9時～午後4時半（土・日曜、祝日を除く） 
1年保育：平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれ 
2年保育：平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれ 
3年保育：平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ 
《入園先》 
●旧丸亀市の幼児＝旧丸亀市の幼稚園（本島は4・5歳児のみ） 
●綾歌町の幼児＝あやうた幼稚園 
●飯山町の幼児＝3～5歳児は、飯山南か飯山北幼稚園。5歳児のみ預かり
　保育あり（小学校区と同じ園区） 
　入園申込書や幼稚園の概要説明書は各園にあります。電話か各幼稚園を訪
問して相談してください。なお、学校教育課でも対応します。 

《連絡先》 
●西幼稚園────蘂22-4330 
●城北幼稚園───蘂22-6107 
●城坤幼稚園───蘂22-3901 
●城東幼稚園───蘂22-3582 
●城辰幼稚園───蘂28-7302 
●郡家幼稚園───蘂28-7116 
●本島幼稚園───蘂27-3416 
●あやうた幼稚園─蘂86-3011 
●飯山南幼稚園──蘂98-4024 
●飯山北幼稚園──蘂98-4023

学校教育課 蘂24-8821

市民ライフアップ講座 地域振興課 蘂24-8809

申込期間＝11月4日貊～18日貊午前9時～午後5時 
対象＝市内在住または通勤、通学する人 
申し込み＝地域振興課（生涯学習センター内）か飯
　山総合学習センターへ（電話不可）。 
●地域振興課は､11月6日豸、12日貍、13日豸、飯山
　総合学習センターは、7日豺、14日豺は受け付けで
　きません。 

講　座　名 日　　時 場　所 

ボランティアはじ
めの一歩 

平成24年1/11、2/8、
3/14・午前10時～11
時半 

12/21、平成24年1/ 
18、2/15・午後7時
～8時半 

11/23、12/14、平成
24年1/18、2/15、3/ 
21・午後1時半～4時 

12/5、19、平成24年
1/16、30、2/6、20・
午前10時～正午 

11/26、平成24年1/ 
28、2/25・午前10時
～正午 

12/17､平成24年1/ 
21、2/18・午前10時
～11時 

12/8､15、22・午後
1時～2時半 
 

日　　時 

平成24年1/18、2/ 
15、3/7・午後1時半
～3時 

12/18、平成24年1/ 
15、2/19、3/18・
午前10時～正午 

12/9、平成24年1/ 
13、2/10、3/9・午後
1時～3時 

ハッピー♪マイカ
ラー＆マイファッ
ション生活の中の
色とファッション
を楽しもう♪ 

聞香（香木）を体験
してみよう 

ニットで宝を！ 編
み物、手芸全般 

油絵入門講座 

暮らしの生け花 

ヨーガ・瞑想 

アンチ･エイジング･
ヨーガ 

心と体のリフレッ
シュ 気功とリラッ
クスのためのイメ
ージトレーニング
講座 

韓国の伝統文化に
触れる｢美しい手
仕事ポジャギ｣ 

現
代
的
課
題 

講　座　名 場　所 

入

門

・

体

験

 生涯学習 
センター 

生涯学習 
センター 

飯山総合 
学習セン 
ター 
 

めい そう 

もん こう 

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金
制
度

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
１１
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
生
涯
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
、

公
的
年
金
制
度
の
基
礎
で
あ
る
国
民

年
金
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

国
民
年
金
と
は 

●
公
的
年
金
は
終
身
保
障 

　
貯
蓄
だ
け
で
な
く
、
生
涯
受
け
取

れ
る
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
が

あ
る
こ
と
で
、
老
後
も
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
安
心
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
老
後
に
限
ら
な
い
保
障 

　
老
後
の
生
活
を
保
障
す
る
老
齢
基

礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
事
故

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
、
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
生

活
保
障
も
公
的
年
金
が
担
っ
て
い
ま

す
。
未
加
入
期
間
や
未
納
期
間
が
あ

る
と
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
申
請
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

●
国
が
運
営
す
る
制
度 

　
公
的
年
金
制
度
は
、
国
が
運
営
し

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）

に
は
、
国
庫
か
ら
負
担
さ
れ
る
部
分

が
あ
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
２
分
の

１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
送
付 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
の

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
し
た
保
険
料
全
額
が
所
得
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
の
は
が
き
か
領

収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
納
付
し
た
人
は
11
月
上
旬

に
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で 

の
間
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人
は
、

平
成
24
年
１
月
下
旬
に
同
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。 

■
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を 

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
理
由
と
す
る

年
金
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は

日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬

に
同
申
告
書
の

は
が
き
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
12

月
１
日
ま
で
に

返
送
し
て
く
だ

さ
い
。 

せ
っ 

し
ゃ 



来
春
に
表
紙
一
新
。
あ
な
た
の
作
品
を
募
集
し
ま
す 

89

　
市
は
「
広
報
丸
亀
」
を
よ
り
一
層

　
市
は
「
広
報
丸
亀
」
を
よ
り
一
層

市
民
、
読
者
に
親
し
ま
れ
、
市
の
魅

市
民
、
読
者
に
親
し
ま
れ
、
市
の
魅

力
を
広
く
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、

力
を
広
く
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、

表
紙
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
募
集
し

表
紙
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

ま
す
。 

　
テ
ー
マ
は
「
私
の
丸
亀

　
テ
ー
マ
は
「
私
の
丸
亀
―
思
い
出

思
い
出

の
風
景

の
風
景
―
」
で
、
市
内
の
風
景
、
文

」
で
、
市
内
の
風
景
、
文

化
、
歴
史
な
ど
を
表
現
し
た
絵
画
、

化
、
歴
史
な
ど
を
表
現
し
た
絵
画
、

版
画
、
切
り
絵
、
写
真
な
ど
自
作
の

版
画
、
切
り
絵
、
写
真
な
ど
自
作
の

物
。
大
き
さ
は
概
ね
Ｂ
５
〜
Ｂ
４
サ

物
。
大
き
さ
は
概
ね
Ｂ
５
〜
Ｂ
４
サ

イ
ズ
で
す
。
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

イ
ズ
で
す
。
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ

ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
採
用
の
場
合
、
平
成

い
。
採
用
の
場
合
、
平
成
24
年
４
月

年
４
月

号
以
降
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

号
以
降
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
す
。 

　
詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
・
広
聴

　
詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
・
広
聴

広
報
担
当
へ
。

広
報
担
当
へ
。 

　
市
は
「
広
報
丸
亀
」
を
よ
り
一
層

市
民
、
読
者
に
親
し
ま
れ
、
市
の
魅

力
を
広
く
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、

表
紙
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
募
集
し

ま
す
。 

　
テ
ー
マ
は
「
私
の
丸
亀
―
思
い
出

の
風
景
―
」
で
、
市
内
の
風
景
、
文

化
、
歴
史
な
ど
を
表
現
し
た
絵
画
、

版
画
、
切
り
絵
、
写
真
な
ど
自
作
の

物
。
大
き
さ
は
概
ね
Ｂ
５
〜
Ｂ
４
サ

イ
ズ
で
す
。
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
採
用
の
場
合
、
平
成
24
年
４
月

号
以
降
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

　
詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
・
広
聴

広
報
担
当
へ
。 

クリーン課 
蘂58-7453

秘書広報課 
蘂24-8800

回収箱回収箱は職員職員の手作手作りで………… 回収箱は職員の手作りで…… 

設置された回収ボックス（郡家コミュニティセンター） 

4
平成24年 

（2012） あなたの作品を 

「広報丸亀」の表紙 
に使わせてください。 

四国初 
小型家電を回収

します。 市役所ロビーな
ど6か所 

11月1日～ 
　平成24年 

    3月31日試行
 

（エピソード例） 

テ ーテ ー マ　私の丸亀丸亀－思い出の風景風景－ 

夫の急な転勤で駅に降り立ったのは、夫の急な転勤で駅に降り立ったのは、 

3535年前。右も左も分からず宿を探年前。右も左も分からず宿を探して

いると、さっきのうどん屋さんの若いると、さっきのうどん屋さんの若

い店員さんが「知人の旅館で良かっい店員さんが「知人の旅館で良かっ

たら」と案内していただき順調にスたら」と案内していただき順調にス

タートできました。今では、孫と下タートできました。今では、孫と下

手な絵を描いて楽しんでいます。手な絵を描いて楽しんでいます。 

テ ー マ　私の丸亀－思い出の風景－ 

◯◯町　瀬戸内　春子 
たそ がれ 

黄昏の丸亀駅 

市では「広報丸亀」の表紙を飾る 

作品を募集します。 

エピソードを添えてお寄せください。 

夫の急な転勤で駅に降り立ったのは、 

35年前。右も左も分からず宿を探して

いると、さっきのうどん屋さんの若

い店員さんが「知人の旅館で良かっ

たら」と案内していただき順調にス

タートできました。今では、孫と下

手な絵を描いて楽しんでいます。 

分　　野分　　野　絵画　絵画、版画、版画、切り絵、絵、写真など写真など 

募集期間募集期間　1010月１日～月１日～ 

募集作品募集作品　蘆掲載号－平成掲載号－平成2424年４月号～年４月号～ 

　　　　　　　　　　蘆大きさ－概ねＢ５～Ｂ４サイズ大きさ－概ねＢ５～Ｂ４サイズ 

　　　　　　　　　　蘆応募作品数－制限無し。ただし、採用さ応募作品数－制限無し。ただし、採用さ

　　　　　　せていただいた人は１年間程度ご遠慮い　　　　　　せていただいた人は１年間程度ご遠慮い

　　　　　　ただきます。　　　　　　ただきます。 

　　　　　　　　　　蘆応募された作品の著作権などは市に所属応募された作品の著作権などは市に所属

　　　　　　します。　　　　　　します。 

分　　野　絵画、版画、切り絵、写真など 
募集期間　10月１日～ 
募集作品　蘆掲載号－平成24年４月号～ 
　　　　　蘆大きさ－概ねＢ５～Ｂ４サイズ 

　　　　　蘆応募作品数－制限無し。ただし、採用さ

　　　　　　せていただいた人は１年間程度ご遠慮い

　　　　　　ただきます。 

　　　　　蘆応募された作品の著作権などは市に所属

　　　　　　します。 

●日時　11月3日豢  午前8時 
　場所　綾歌総合文化会館 
　　　　　　　　（アイレックス） 

●日時　11月６日豸  午前９時半 
　場所　塩屋別院（塩屋町四丁目） 

秋季全国火災予防運動 オートバイのリサイクル料金 

消防訓練 

平成23年度　統一標語 
（消防署・消防団合同火災防ぎょ訓練） 

11月9日貉～15日貂 

消したはず 
　決めつけないで 
　　　　　　もう一度 

消防本部予防課 蘂25-4004

　
市
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
家
庭
に

あ
る
使
用
済
み
小
型
家
電
（
携
帯
電

話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
）
の
回

収
を
試
行
し
ま
す
。 

　
小
型
家
電
に
は
、
希
少
金
属
の
「
レ

ア
メ
タ
ル
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
埋
蔵
量
が
少
な
く
、
特
定

の
国
に
偏
っ
て
存
在
し
、
需
要
の
増

大
に
よ
り
、
価
格
も
高
騰
し
て
い
ま

す
。
廃
棄
物
か
ら
「
レ
ア
メ
タ
ル
」

を
再
生
す
る
事
業
は
、
循
環
型
社
会

に
欠
か
せ
な
い
事
業
で
す
。
ま
た
、

不
燃
ご
み
を
減
ら
し
て
、
最
終
処
分

場
の
延
命
に
も
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
四
国
で
初
め
て
11
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
を

試
行
期
間
と
し
て
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
、
小
型
家
電
回
収
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

設
置
場
所 

　
市
役
所
、飯
山
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、

綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
丸
亀
、
郡
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
、
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
各
ロ
ビ
ー
６
か
所
で
す
。 

回
収
す
る
小
型
家
電 

　
携
帯
電
話
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
音
楽
プ
レ
イ
ヤ

ー
、ポ
ー
タ
ブ
ル
ラ
ジ
オ
、ポ
ー
タ
ブ

ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー

ダ
ー
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、携
帯
液
晶

テ
レ
ビ
、
電
子
手
帳
、
電
子
辞
書
、
電

卓
、リ
モ
コ
ン
、
カ
ー
ナ
ビ
、
電
子
機

器
付
属
品（
充
電
器
、電
気
コ
ー
ド
） 

　10月１日からオートバイ（原付～大型）を廃棄するとき
のリサイクル料金が、無料になりました。 
　市ではオートバイの回収・処理はしていません。 
　国内メーカーなど16社が国内で販売したオートバイは
「二輪車リサイクルシステム」で処分してください。 
◆問い合わせ　二輪車リサイクルセンター 
（蘂03-3598-8075）または、 
ホームページhttp://www.jarc. 
or.jp/motorcycle/へ。 

お 願 い  
●回収ボックスは施設内にありますので、
　開館時間内に投函してください。 
●25袍×15袍の投入口に入る大きさ
　に限ります。 
●携帯電話・メモリーなどはデータを消
　去してから投函してください。 
●小型家電以外の物（乾電池・ごみなど）
　は投函しないでください。 

無料 
かん 

お
お
む 

◯◯町　瀬戸内　春子
 たそ がれ 

黄昏の丸亀駅 

私の丸亀－思い出の風景－①
 

夫の急な転勤で駅に降り
立ったのは、35年前。右

も左も分からず宿を探し

さっきのうどん屋さんの
若い店員さんが「知人の

旅館で良かったら」と

ただき順調にスタートで
きました。今では、孫と

下手な絵を描いて楽しん



月
見
月
見
の
宴
で
塩
飽
鍋

塩
飽
鍋 

月
見
の
宴
で
塩
飽
鍋 

８０ 

　
天
気
が
良
い
日
は
、
外
に

出
て
畑
の
野
菜
や
花
の
手
入

れ
を
し
て
過
ご
す
山
下
さ
ん
。

作
業
の
合
間
に
は
、
ご
近
所

さ
ん
と
の
世
間
話
に
花
が
咲

き
ま
す
。
「
太
陽
を
浴
び
て

体
を
動
か
す
土
い
じ
り
。
無

理
せ
ず
、
怒
ら
ず
、
く
よ
く

よ
し
な
い
。
こ
れ
が
元
気
の

秘
訣
か
な
」
と
、
明
る
い
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

山
下
美
津
子
さん 

（
山
北
町
・
８６
歳
） 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筧 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

西
本
町
　
林
　
　
誠
さん 

城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
小
学
２
・
３
年
生
、
５
・
６

年
生
の
総
勢
18
人
が
、毎
週
火
・

金
・
日
曜
に
岡
田
小
学
校
で
練

習
し
て
い
ま
す
。 

　
監
督
の
思
い
で
も
あ
る
「
楽

し
む
バ
レ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
大
切

さ
や
仲
間
を
思
う
気
持
ち
、
何

か
目
標
持
っ
て
や
り
抜
く
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
、
バ
レ
ー
を

通
じ
て
体
感
で
き
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、綾
歌
Ｊ
Ｖ
Ｃ
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グh

ttp
://a
y
a 

u
ta
jv
c.co
co
lo
g
-n
ifty
.co
m
/ 

b
lo
g
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
宮
瀧
友
亮（
綾
歌
町
・
蘂

0
9
0
―
8
6
9
2
―
4
7
4
8
） 

綾
歌
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

　
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
秋
の
名
物

行
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
少
し
時
季
外
れ
で
す
が
、
仲
秋
の

名
月
の
夜
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま

し
た
か
？

城
乾
地
区
の
皆
さ
ん
に
聞

け
ば
、
き
っ
と
福
島
み
な
と
公
園
の

「
月
見
の
宴
」
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。 

　
月
見
行
事
は
、
東
北
の
芋
煮
や
愛

媛
県
の
い
も
炊
き
が
有
名
で
す
が
、当

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
体
育
部
会
を
中
心

に
月
見

の
宴
を

始
め
て

か
ら
約

10
年
、

お
い
し

い
と
評

判
の
塩

飽
鍋
も

す
っ
か

り
定
着
し
ま
し
た
。 

　
公
園
全
体
に
広
げ
た
シ
ー
ト
に
並

べ
た
鍋
を

６
〜
８
人

の
グ
ル
ー

プ
が
囲
み
、 

二
胡
の
演

奏
を
聴
き

な
が
ら
お

月
様
を
待

ち
ま
す
。

時
に
は
ジ

ャ
ズ
演
奏
が
響
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。宴
た
け
な
わ
に
な
る
と
、町
内

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
飛
び
入
り
も
。

中
締
め
の
こ
ろ
に
は
、
謎
の
マ
ジ
シ

ャ
ン
が
来
演
し
、
た
い
へ
ん
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
の
で
す
。 

「
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
月
見
の
宴
に
、
い
っ

ぺ
ん
よ
っ
て
ご
ん
な
」 

に 

こ 

ひ 

け
つ 

まち・むら・しま筴 

１０ １１ 

「塩田」「塩屋別院」「遍照寺」が記載された当時の地図 

塩屋年代記（資料館） 塩屋別院 

塩
田
の
地
　
塩
屋
村

塩
田
の
地
　
塩
屋
村
　
丸
亀
の
地
か

　
丸
亀
の
地
か

ら
塩
田
跡
が
消
え
た
の
は
昭
和

ら
塩
田
跡
が
消
え
た
の
は
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岸
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岸
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岸
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仕
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影
響
を
拡
大
し
、

伊
予
・
阿
波
に
も
多
く
の
末
寺
を
束

ね
、
四
国
の
中
心
寺
院
と
し
て
力
を

持
っ
た
。 

　
近
代
の
一
時
期
、
当
寺
は
俘
虜
収

容
所
と
な
り
、
日
露
戦
争
時
の
ロ
シ

ア
兵
、
第
一
次
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
兵

俘
虜
（
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
人
余
）
が

収
容
さ
れ
て
い
た
。 

　
ま
た
、
真
言
宗
遍
照
寺
に
は
明
治

末
期
に
私
塾
鶏
鳴
学
館
が
創
立
さ
れ
、

民
間
教
育
や
福
祉
事
業
に
尽
力
し
た
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

背
景
写
真
は
宇
多
津
町
産
業
資
料
館
う
た
づ

海
ホ
タ
ル
展
示
資
料 

地
図
出
典（
丸
亀
市
史
3
） 

 

ぬ 

い 

の
う 

み 

じ
ま 

せ
い 

も
ん
め 

さ
ん 

ふ 

し 

け
い 

め
い 



特定健診 忘れずに受診を！ 
　医療機関での特定健康診査を受けていない人は、以下の集団健
診日から都合の良い日を選び、申し込んでください。 
日時：①11月27日豸、②12月3日貍 
　　　どちらも午前9時～11時半受け付け 
場所：①飯山総合保健福祉センター、②ひまわりセンター 
対象：40～74歳までの国民健康保険加入者 
料金：800円 
持参物：健康保険証、平成23年度特定健康診査受診券 
申し込み：11月14日豺までに、健康課蘂24-8806（ひまわり
　　　センター内） 

蜻
堆
肥
づ
く
り
用
容
器
２０
袋
を
贈
呈 

「堆肥づくり用容器」贈呈式 
　日本ブレード株式会社から落ち葉や枯れ草を再
利用できる容器「タヒロンニューガーデンバッグⅡ」
を市民ひろばフラワー＆グリーンサポーターと市
内小中学校に提供していただきました。落ち葉や
雑草などに水をかけながら発酵させ、約半年から
1年で腐葉土化。ゴミとして捨てていた落ち葉な
どを肥料として簡単に再利用できます。市民ひろ
ばの花壇維持管理や小中学生の園芸活動など、緑
豊かなまちづくりに役立てていきます。 

蜷
城
の
堀
に
放
さ
れ
る
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ひ
な 

9.26

10.6

蜻
戦
国
の
世
に
思
い
を
は
せ
る
来
館
者 

新装資料館好評。「初と京極展」など 
　資料館リニューアルオープン記念として11月
27日豸まで、企画展「浅井三姉妹 初と京極展」を
開催しています。初ゆかりの品々と京極高次、忠高、
高和にまつわる資料や遺品が展示され、戦国から
江戸時代初期の激動の時代を紹介しています。常
設展も新しくなり「生駒 山崎 京極の歴史と文化展」
として、城下町形成の移り変わりや歴代藩主の足
跡を紹介し、来館者は足を止めて見入っていました。 

10.15

倉敷のハクチョウ 丸亀城に里帰り 
　丸亀城亀山公園に倉敷美観地区からコブハクチョ
ウのひな5羽が贈られました。平成8年ごろは35
羽を飼育していましたが、高齢化などにより現在は
8羽に減少。長年交流を続けてきた倉敷市にお願い
し、ハクチョウの譲渡が実現しました。堀に放たれ
る様子を見守っていた中央保育所の園児らも「かわ
いいね」「また見にくるね」と喜んでいました。 

19土 

月 月 月 1111111111

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせ・申し込みは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

5 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

4

消費生活相談　■市 　午後1時～5時 

金 

21月 
22 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 火 

23 香川労災病院 蘂23-3111水 

24 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

栄養相談　●飯 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

木 

25金 
26土 

1 定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

2 障害者（児）相談 栗熊 ◯コ　午後1時半～3時  
すこやか体操教室（肩こり）　●飯 　午前10時～11時半 水 

11 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 金 

3 □小 　にししょう小児科内科医院 蘂21-1515 
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100木 

7 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

16 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査●ひ 　午後1時半～2時半 水 

□内 　おおつか内科医院 蘂22-3667 
□眼 　しょうじ眼科医院 蘂58-2233 
□歯あきやま歯科（坂出市）蘂43-3668 午前9時～正午 

6 日 

定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 

10木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 

18金 

28月 
29火 
30水 

14月 

15火 

12土 

□内 　はやしクリニック 蘂23-5115 
□外 　田村クリニック 蘂22-8391 
□歯 　津谷歯科医院（坂出市）蘂46-4180 午前9時～正午 
子育て一日相談 郡家◯コ 蘂28-6807

20日 

□内 　ふたご山クリニック 蘂24-8000 
□内 　和田内科医院 蘂86-6161 
□整 　柴田整形外科クリニック 蘂28-2700 
□歯 　かねこ歯科医院（坂出市）蘂47-4150 午前9時～正午 

13日 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

9 水 

□内 　石田医院 蘂22-4857 
□小 　杢保小児科医院 蘂98-2010 
□整 　整形外科・小児科安藤医院 蘂22-5496 
□歯 　おおさわ歯科医院（坂出市）蘂43-4343 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

27日 

１３ １４ １２ 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 
歩行プール夜間説明・男　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

8 火 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 

17木 

東日本大震災義援金へのご協力ありがとうございました 
福祉課 蘂24-8805　 

　市では、３月11日に発生した東日本大震災で被災した人たちを支援するため、市の施設や各種

イベント会場に義援金箱を設置しました。 

　市民の皆さんや各団体からお寄せいただいた義援金は、９月末現在で1259万4871円に
達しました。ご協力ありがとうございました。 

　市を通じて、日本赤十字社に送金された義援金は、被災した人たちの生活再建に役立てられます。 

　引き続き、福祉課で義援金を受け付けています。ご協力をお願いします。 

　このたび、市のゆるキャラ

「京極くん」の着ぐるみが完

成し、10月23日に開催した丸亀

城フェスタでお披露目されました。 

　これからは、市の代表として 

の活躍が期待されます。 

 
※ 

※ゆるいマスコットキャラクターの略。着ぐるみ化 
　されていて、愛すべきゆるさを持ち合わせているキャラクター 

ま 
の ア ル ム バ 

ち 

even
t & topics



11月 

中讃ケーブルビジョン 
１７chでも放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  149件 

死　者  1人 

負傷者  186人 

人　口 110,631人（＋102） 
世帯数　43,438世帯（＋  72） 

国民健康保険税/4期分 
介護保険料/4期分 
後期高齢者医療保険料/5期分 

（　　　　　　） 納期は 
11月10日～30日 

日　時＝11月27日豸まで 
　　　　午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館1階展示室 
　　　　入館無料  月曜休館 

《企画展》浅井三姉妹 初と京極展 

蘂22-5366資料館だより 

★募集締め切り 
　11月30日貉（郵送の場合必着） 
★募集内容 
　原動機付自転車に交付する市をイ
メージしたナンバープレートの「形
状・絵柄のデザイン」 
★応募資格 
　どなたでも応募可（プロ・アマチ
ュア不問。1人1作品まで） 
★応募方法 
　所定の応募用紙か縦10袍×横20

袍の枠を書いたＡ4版白紙に、手書
きかパソコンなどでデザイン・出力
したものに、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、デザインへの想い
を明記のうえ、産業振興課へ直接持
参するか、郵送またはＥメール
（JPEGまたはPDF形式で2ＭＢ以
内）でお送りください。 
※応募用紙は市役所、綾歌・飯山市民
　総合センター、本島・広島市民セン
　ター、ＪＲ丸亀駅観光案内所、各コ

　ミュニティセンターなどに設置。市
　ホームページ（http://www.city. 
　marugame.lg.jp）からもダウン
　ロードできます。 
蘆郵送　〒763-8501 丸亀市大手
　町二丁目3番1号 丸亀市 産業文
　化部 産業振興課 
蘆Ｅメール　sangyoshinko-k@ 
　city.marugame.lg.jp 
★問い合わせ 
　応募規定、留意事項など詳しくは、
産業振興課 蘂24-8844 
 

救 急 出 動  369件 

火災の発生  1件 

11月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 ※11月16日～21日の若松ナイター場外はリレー発売 
※11月25日～27日の蒲郡ナイター場外はリレー発売 ※日程が変更になる場合があります 

オータム 
ナイトレース 

ＧⅢ第21回 
JR四国ワープ杯競走 

マンスリー 
ＫＹＯＴＥＩ杯 

丸亀開催 
（ナイター） 

場外発売 

ナイター場外 オール女子戦 
（若松） 

GⅢ新鋭新鋭リーグ戦 
（蒲郡蒲郡） 

GⅢ新鋭リーグ戦 
（蒲郡） 

GⅢ新鋭リーグ戦 
（唐津） 

ＧⅠ児島 
59周年 

GⅢキリンカップ 
2011（びわこ） 

オール女子戦 
（常滑） 

ＳＧ第14回 
チャレンジカップ（大村） 

オール女子戦 
（平和島） 

GⅢ第12回酒の 
聚楽太閤杯（唐津） 

ＧⅠ下関 
57周年 

ＧⅢ 
女子リーグ戦 
（宮島） 

ＧⅠ 
ダイヤC 
（江戸川） 

3029282726252423222120191817
日 

16
土 

15
金 

14
祝 

13
水 

12
火 

11
日 土 金 木 水 火 月 日 月 火 祝 土 金 木 日 土 金 木 水 火 月 水 火 月 

10987654321
開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで） 

日時：11月23日豢午前10時～午後6時　入場無料 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［宗教］ 

開館20周年記念イベント 
「祝20祭　これからもミモカをよろしく」 

※11月7日豺から平成24年2月3日貊まで施設改修工事のため休館します。 
　（ただし11月23日豢は開館20周年記念イベントのため開館） 

11月6日豸まで 

今年、MIMOCAは20歳になります。開館記念日はコンサートや
大道芸、ワークショップ、ミモカアート賞入賞者発表など、イベント
が盛りだくさん！ ＭＩＭＯＣＡの誕生日をみんなで楽しみましょう。 

11月4日貊午後1時開演 
出演者＝中村獅童ほか 
●入場料＝Ｓ7000円ほか（全席指定席） 

松竹花形歌舞伎 

11月6日豸午後6時開演 
●入場料＝5500円（全席指定席） 

東京スカパラダイスオーケストラ 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

※速報値のため、男女別人口は集計 
　されていません。 

市の動き（10月1日現在）前月比（県速報値） 交通事故（9月） 救急・火災件数（9月） 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

「詩のボクシング」ワークショップ 

好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

好評発売中 

11月12日貍午後1時開演 
講師＝楠かつのり 
※参加者募集中 
 

2011まるがめ第九演奏会 
12月18日豸午後2時開演 
演奏＝瀬戸フィルハーモニー交響楽団 
●入場料＝一般2000円ほか（全席自由席） 
※まるがめ第九合唱団員募集中 

さぬき映画祭2011
11月23日豢午後1時開演 
「旭山動物園物語」（有料）ほか 
●入場料＝前売り500円ほか（全席自由席） 

《市民会館》 《アイレックス》 

１４ １５ 

11月20日豸午後1時半開演 
審査委員長＝水森英夫（作曲家） 
ゲスト歌手＝山内惠介（ビクター） 
※入場整理券が必要 

カラオケ選手権大会 
第2回丸亀・水森英夫杯 

　和紙ちぎり絵講座 
■時11月27日豸午前9時半～正午 
■所飯山総合学習センター2階和室 
■内ちぎり絵サークル・吉田幸代さん
　による来年の干支（辰）のちぎり絵 
■料1050円 
■他はさみ持参 
■申同センター 蘂98-3319 

　文化協会から 
●まるがめ文化芸術祭主催公演 
　～錦秋におどる 日本舞踊公演～ 
■時11月27日豸午後0時半開演（正
　午開場） 
■所市民会館大ホール 
■対小学生以上 
■料1000円 
■問文化協会 蘂24‐8822 
●カメリアコーラス創立50周年 
　記念コンサート 
■時11月20日豸午後1時半 

■所生涯学習センター3階ホール 
■内思い出に残る曲、日本の唱歌など 
■料無料 
■問カメリアコーラス平尾さん 蘂22-
　5320 

　福祉ママ会チャリティバザー 
　収益金は障害者、高齢者、児童福
祉施設への訪問奉仕活動など、地域
福祉の向上に役立てています。 
■時12月4日豸午前9時～午後2時 
■所ひまわりセンター4階研修会議室 
■内食料品、衣料品、雑貨などを出品 
■問社会福祉協議会 蘂22-5700 
 
 

　福祉課から 
●平成23年度戦没者追悼式 
■時11月6日豸午前10時 
■所アイレックス 
■対戦没者のご遺族 

■問福祉課 蘂24‐8805 

　健康教室 
　生活習慣を見つめ直してみませんか。 
《高血圧が気になる人編》 
●1回目 
■時11月9日貉午後1時半～3時半 
■所綾歌保健福祉センター 
■内病気と歯についての話 
●2回目 
■時11月17日貅午後1時半～3時半 
■所飯山総合保健福祉センター 
■内運動（実技、運動しやすい服装で） 
●3回目 
■時11月22日貂午前10時～午後2時 
■所綾歌保健福祉センター 
■内食事の話と調理実習 
■定30人 
■料300円(材料費) 
■他米半合、エプロン、タオル、三角巾 
■申11月1日貂から15日貂までに、
　健康課 蘂24-8806

　みんなで歩こう旧こんぴら丸亀街道 
■時11月20日豸午前8時みなと公園集合 
■所湯元ことひら温泉琴参閣（琴平町）
　までの金毘羅街道コース14袰（一
　部バスで移動） 
■定50人（申込順） 
■内郷土史研究家・宮武譲さんによる
　道案内 
■料1500円（昼食・入浴代を含む） 
■申11月11日貊までに、文化観光課
　蘂24-8816 

　初めての里山歩き入門 
■時12月～平成24年5月（毎月1回・
　全6回） 
■所飯野山（野外活動センター研修室
　など） 
■対里山歩きを始めたい人 
■定35人（申込順） 
■内正しい歩き方、応急手当、コース
　の選び方など 
■料6000円（全6回） 
■他歩きやすい服装でタオル、水筒な
　ど持参 
■問市体育協会 蘂24-6251 

　ふるさと健康ウオークin丸亀参加者 
■時11月23日豢午前9時開会式 
■所丸亀城内資料館前芝生広場（スタ

　 ート・ゴール） 
　コース＝Ａ：土器
　川飯野山方面 
　①飯野町側から登
　　山（約15袰) 
　②飯山町側から登
　　山（約16袰） 
　Ｂ：中津万象園方面（約10袰） 
■料無料 
■他弁当、雨具など持参 
■申11月17日貅までに、スポーツ推
　進課 蘂24-1392 
 
 

　生涯学習センターから 
●天体観望会 
■時11月5日貍午後7時～8時半 
■所同センター天体観測室 
■料無料 
●演劇体験ワークショップ 
■時11月14日豺、21日豺、28日豺午
　後7時～9時 
■所同センター5階小ホール 
■対大人 
■定20人 
■内四国学院大学・西村助教による指導 
■料1500円 
●墨あーと教室 
■時11月20日豸午後2時～4時 
■所同センター5階小ホール 
■対小学生 
■定20人 
■内遊墨人樋笠さんによる教室 
■料500円 
●筆で書く年賀状 
■時11月13日豸午前10時～正午 
■所同センター4階講座室4 
■対一般 
■定20人 
■内遊墨人樋笠さんによる講座 

■料500円 
■申同センター 蘂23-1091 

　児童館から 
●折り紙のクリスマスツリーづくり 
■時11月19日貍、20日豸 
　午前10時半～11時半 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■定20人 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●フルーツポンチさんのお話会 
■時11月24日貅午前10時半～11時 
■所児童館 
■対幼児・小学生 
■申児童館 蘂23-1091 

　消防自動車がやってくる 
■時11月9日貉午前10時半～11時半 
■所東小川児童センター 
■対幼児、保護者 
■内火災の怖さと消防自動車のしくみ
　について 
■問同センター 蘂56-8778 

　エコ丸工房へ行こう 
●第29回リサイクルフェア 
■時11月6日豸午前9時半～午後1時半 
■所クリントピア 
　丸亀 
■内リサイクル品 
　の有料提供、 
　ガラス製品販売、 
　フリーマーケット、工作体験など 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時11月20日豸、27日豸 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12袍以下の赤ちゃん 
■料8000円（要予約） 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144
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元気なお子様を 
しっかりサポート 

 

〒760-0018 高松市天神前5-18　ルモンド田中4Ｆ ホームページ 
http://www.kagawakenminkyosai.or.jp/

こども型 

こども型 こども型 

60～85歳 
まで幅広く保障 

熟年型 

入院保障も 
死亡保障も 
セットされた 

総合保障型 

総合型 
熟年型 

0歳 60歳 85歳 18歳 
※ 

65歳 
※ 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

土
器
川
の
刈
り
草
を
無
料
提
供 

■時
１２
月
末
ま
で 

■対
農
家
、
畜
産
農
家
、
酪
農
家
な
ど 

■定
申
込
順 

提
供
形
態
＝
ロ
ー
ル
お
よ
び
こ
ん
包 

条
件
＝
現
地
で
引
き
取
り
、
全
量
を

　
適
正
に
利
用
で
き
る
人 

■問
香
川
河
川
国
道
事
務
所
・
土
器
川

　
出
張
所
（
蘂
2
2
―
8
3
1
8
） 

 

み
ん
な
で
な
く
そ
う 

踏
切
事
故 

　
１１
月
1
日
か
ら
１０
日
は
踏
切
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間
で
す
。

踏
切
事
故
を
起
こ
す
と
死
傷
だ
け
で

な
く
、
ば
く
大
な
損
害
賠
償
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
警
報
機
が
鳴
っ
た
際
は
、
進
入
せ

ず
必
ず
停
止
し
ま
し
ょ
う
。 

■問
国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局
（
蘂
0 

　
8
7
―
8
2
5
―
1
1
8
0
） 

 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！ 

　
香
川
県
最
低
賃
金
が
１０
月
5
日
か

ら
「
時
間
額
6
6
7
円
」
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。 

■問
香
川
労
働
局
賃
金
室
（
蘂
0
8
7

　
―
8
1
1
―
8
9
1
9
） 

 

丸
亀
税
務
署
か
ら 

《
年
末
調
整
説
明
会
》 

■時
①
１１
月
２１
日
豺
市
民
会
館 

　
②
２２
日
貂
ア
イ
レ
ッ
ク
ス 

　
③
２４
日
貅
善
通
寺
市
民
会
館
（
善

　
通
寺
市
） 

　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
4
時 

■他
事
前
に
送
付
す
る
年
末
調
整
関
係

　
書
類
を
必
ず
持
参 

■問
丸
亀
税
務
署
・
法
人
課
税
第
１
部

　
門
（
蘂
2
3
―
2
2
2
1
） 

 

国
の
教
育
ロ
ー
ン 

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
） 

　
入
学
金
、授
業
料
な
ど
、高
校
、大

学
な
ど
へ
の
入
学
時
や
、
在
学
中
に

必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。
融
資
額
は
学
生
１

人
に
つ
き
3
0
0
万
円
以
内
、
返
済

期
間
は
１５
年
以
内
で
す
。 

■問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
ナ

　
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
0
5
7
0
―
0
0
8

　
6
5
6
）
か
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
高
松
支
店
国
民
生
活
事
業
（
蘂
0
 

　
8
7
―
8
5
1
―
0
1
9
8
） 

   

自
衛
官
採
用
試
験 

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
学
生
》 

第
一
次
試
験
＝
平
成
２４
年
1
月
１４
日 

　
貍 

■対
平
成
２４
年
4
月
現
在
、
１５
歳
以
上

　
１７
歳
未
満
の
男
子 

受
付
期
間
＝
１１
月
1
日
貂
〜
平
成
２４ 

　
年
1
月
6
日
貊 

■問
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2
 

　
3
―
6
4
2
0
） 

 

平
成
２４
年
度 

准
看
護
学
生（
2
次
試
験
） 

■時
平
成
２４
年
1
月
5
日
貅
午
前
１０
時 

■所
市
医
師
会
館 

受
付
期
間
＝
１２
月
1
日
貅
〜
２２
日
貅 

■問
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院
（
蘂

　
2
2
―
4
8
0
9
） 

   

第
１５
回
「
い
い
お
産
の
日
」 

■時
１１
月
6
日
豸
正
午
〜
午
後
4
時（
受

　
け
付
け
は
午
前
１１
時
半
〜
午
後
3

　
時
） 

■所
善
通
寺
市
子 

　
ど
も
・
家
庭 

　
支
援
セ
ン
タ 

　
ー
（
善
通
寺
市
） 

■対
出
産
す
る
予
定
、
子
育
て
中
、
お

　
産
や
育
児
に
興
味
の
あ
る
人
と
そ

　
の
家
族 

■内
助
産
師
と
参
加
者
の
語
り
合
い
、

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ー
ガ
、沐
浴
体
験
、

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど 

■料
無
料 

■他
駐
車
場
は
善
通
寺
市
役
所
を
利
用
可 

■問
し
の
は
ら
助
産
院
（
蘂
9
8
―
4 

　
5
6
0
）、当
日
は
す
こ
や
か
助
産

　
師
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
9
0
―
4
3

　
3
1
―
7
1
3
0
） 

 

第
３０
回
記
念
通
町
秋
寅
寄
席 

■時
１１
月
２５
日
貊
午
後
7
時
開
演 

■所
通
町
商
店
街
「
秋
寅
の
館
」 

■内
笑
福
亭
智
之
介
、
桂
か
の
枝
、
桂

　
三
幸
に
よ
る
落
語
会 

■料
前
売
り
1
5
0
0
円
、
当
日
2
0 

　
0
0
円 

■問
三
野
さ
ん（
蘂
2
2
―
4
8
2
1
） 

 

コ
ー
プ
歯
科
ま
る
が
め
健
康
ま
つ
り 

■時
１１
月
１３
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
コ
ー
プ
歯
科
ま
る
が
め
駐
車
場 

■内
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、歯
科
無
料
健
診
、

　
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど 

■問
同
診
療
所（
蘂
5
8
―
1
8
8
8
） 

 

小
品
盆
栽
の
展
示
会 

■時
１１
月
4
日
貊
〜
6
日
豸
午
前
１０
時

　
〜
午
後
4
時
（
6
日
豸
は
午
後
3

　
時
ま
で) 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
階 

■内
京
極
盆
友
会
主
催
の
小
品
盆
栽
の

　
展
示
会
、
栽
培
相
談
、
即
売
な
ど 

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
蘂
2
3
―
1
0
9 

　
1
） 

 

尾
崎
史
彦
と
ギ
タ
ー
に
集
う
仲
間
た
ち 

■時
１１
月
２７
日
豸
午
後
1
時
〜
3
時（
午

　
後
0
時
半
開
場
） 

■所
飯
山
北

　
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ

　
ー 

■内
尾
崎
史
彦
と
セ
レ
ナ
ー
タ
ギ
タ
ー

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
約
１０
人
が
出
演 

■料
無
料 

■問
尾
崎
さ
ん（
蘂
9
8
―
0
1
1
1
） 

 

歩
き
遍
路
交
流
会 

秋
の
峰
山
1
日
ウ
オ
ー
ク 

　
高
松
市
の
峰
山
（
紫
雲
山
・
石
清

尾
山
）
を
散
策
し
て
、
秋
の
す
が
す

が
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

■時
１１
月
１９
日
貍
午
前
8
時
Ｊ
Ｒ
丸
亀

　
駅
集
合 

■所
紫
雲
山
、
石
清
尾
山
を
含
む
１２
誅

　
誡
（
高
松
市
） 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■他
交
通
費
自
己
負
担
、
弁
当
持
参 

■申
大
岡
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
4
9
7 

　
9
―
2
0
1
1
） 

 

第
２５
回
さ
ぬ
き
ひ
ょ
う
た
ん
祭
り 

■時
１２
月
3
日
貍
午
前
１１
時
〜
午
後
4

　
時
、4
日
豸
午
前
9
時
〜
午
後
4
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■内
ひ
ょ
う
た
ん
作 

　
品
の
展
示
、
栽 

　
培
・
加
工
相
談
、 

　
「
千
成
ひ
ょ
う 

　
た
ん
」
約
1
0
0
点
無
償
配
布 

■問
讃
岐
愛
瓢
会
事
務
局
（
蘂
2
5
―

　
0
3
1
5
） 

 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
丸
亀 

第
３０
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー 

■時
１１
月
6
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時 

■所
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
な
ど 

■内
物
品
販
売
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
展

　
示
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
＆
フ
ラ

　
ダ
ン
ス 

■料
無
料 

■問
大
熊
さ
ん（
蘂
2
2
―
2
2
4
1
） 

 

第
4
回
園
芸
講
習
会 

ク
リ
ス
マ
ス
寄
植
え
実
習 

■時
１１
月
２０
日
豸
①
午
前
9
時
半
〜
正

　
午
、
②
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

　
（
坂
出
市
） 

■定
各
１５
人
（
申
込
順
） 

■内
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
草
花
な
ど
を
用

　
い
た
寄
植
え
作
り
、
終
了
後
園
芸

　
相
談
会
あ
り 

■料
3
5
0
0
円 

■申
１１
月
１４
日
豺
ま
で
に
郵
便
、
フ
ァ

　
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
受
け
付
け（
①
、

　
②
の
ど
ち
ら
か
記
入
）。坂
出
緩
衝

　
緑
地
（
蘂
4
5
―
6
8
2
0
、
薨

　
4
3
―
5
2
1
3
）
、
〒
7
6
2

　
―
0
0
6
3
坂
出
市
番
の
州
公
園

　
5
番
地
、Ｅ
メ
ー
ル（ka

n
s
yo
u
ry 

　o
ku
ti@
rh
yth
m
.o
c
n
.n
e
.jp

） 

 

第
１４
旅
団
創
隊
5
周
年
お
よ
び 

善
通
寺
駐
屯
地
開
設
６１
周
年
記
念
行
事 

■時
１１
月
6
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
2

　
時 

■所
陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地
（
善

　
通
寺
市
） 

■内
観
閲
式
、
音
楽
演
奏
、
装
備
品
展

　
示
、
災
害
派
遣
な
ど
活
動
写
真
展 

■他
訓
練
展
示（
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
、

　
空
挺
降
下
、模
擬
戦
闘
訓
練
）と
戦

　
車
の
体
験
乗
車
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

■問
第
１４
旅
団
広
報
班
（
蘂
6
2
―
2 

　
3
1
1
） 

 

第
9
回
ま
る
が
め
認
知
症
の 

予
防
と
介
護
を
考
え
る
会 

■時
１１
月
１０
日
貅
午
後
7
時
〜
8
時
半 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
4
階
会
議
室 

■内
滝
宮
総
合
病
院
・
中
村
光
夫
さ
ん

　
に
よ
る
講
演 

■料
無
料 

■問
丸
亀
市
医
師
会
（
蘂
2
2
―
4
8 

　
0
9
） 

 

ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座 

　
地
域
で
子
育
て
支
援
活
動
を
し
て 

み
ま
せ
ん
か
。 

■時
１１
月
１２
日
貍
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時
半
、
１３
日
豸
午
前
9
時
半
〜

　
午
後
3
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

■問
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　
ー
（
蘂
2
2
―
5
7
0
0
） 

 

国
立
香
川
高
等
専
門
学
校 

入
学
者
募
集
説
明
会 

■時
１１
月
２０
日
豸
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
市
民
会
館
2
階
第
6
会
議
室 

■他
事
前
申
込
不
要 

■問
同
校
学
務
課
（
蘂
0
8
7
―
8
6
 

　
9
―
3
8
6
6
） 

   「
順
正
舘
剣
道
」
秋
の
団
員 

■時
毎
週
月
、
水
、
金
曜
午
後
6
時
半

　
〜
8
時 

■所
順
正
舘
三
浦
道
場
（
飯
野
町
） 

■対
幼
児
以
上 

■問
三
浦
さ
ん（
蘂
2
3
―
3
9
0
8
） 

も
く 



太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 

宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

～パソコン無料体験講座のお知らせ～ 

◆お問い合わせ：丸亀市民会館 蘂0877-23-4141
受付センター 蘂050-8805-3391

～音楽教室（好評開催中、見学可能）～ 

丸亀市民会館パソコン＆音楽教室！ 

11月17日貅14：30～16：00

相談業務 

無料体験講座 

①うたごえコーラス・・・・・・・・・・ 

②ウクレレ入門♪・・・・・・・・・・・・・ 

③はじめてのフォークギター・・・ 

毎週月曜日の10：00～11：30 

毎週水曜日の18：00～19：00 

毎週水曜日の19：30～21：00

2ヶ月で全8回の受講料 6,800円 

2ヶ月で全8回の受講料 6,800円 

2ヶ月で全8回の受講料 8,800円 

大好評のうたごえ喫茶は12月の初旬に開催します。 

●倉敷から丸亀城
へやってきたハク
チョウのひな。か

わいい姿に癒やされています♪（く
ぅちゃん）●冬を元気に乗り切るた
め、健診を受けてきちんと健康チェ
ック☆（凛）●空気が乾燥し、火災
が発生しやすい季節です。火の取り
扱いには十分注意を（消防団員のも
り）●8詆でご案内。表紙を飾る作
品をお待ちしています。エピソード
を添えてお寄せください（中年明） 

 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
養
成 

■時
１２
月
7
日
貉
〜
２２
日
貅
午
前
9
時

　
半
〜
午
後
0
時
半 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス 

■対
５５
歳
以
上
で
就
職
、
就
業
を
希
望

　
す
る
人 

■定
２０
人 

■内
子
ど
も
の
栄
養
と
食
事
、
病
気
や

　
安
全
管
理
な
ど
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

　
ー
に
必
要
な
知
識
と
技
術 

■料
無
料 

受
付
期
間
＝
１１
月
4
日
貊
〜
２２
日
貂 

■申
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

　
会
（
蘂
0
8
7
―
8
1
1
―
7
8
 

　
8
0
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
市
民
が
主
役
の
舞
台
芸
術
発
表 

　
冬
の
祭
典
2
0
1
1 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
活
動

を
支
援
す
る
た
め
に
、
発
表
の
機
会

と
場
を
提
供
し
ま
す
。 

■時
１２
月
1
日
貅
〜
平
成
２４
年
2
月
２９

　
日
貉 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

募
集
期
間
＝
１１
月
2
日
貉
〜
３０
日
貉 

■申
市
民
会
館
へ
申
込
書
類
を
提
出 

■問
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

●
う
た
ご
え
喫
茶
開
催 

■時
１２
月
3
日
貍
午
後
1
時
半
〜
3
時

　
半 

■所
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル 

■定
1
0
0
人(

申
込
順) 

■料
1
2
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
1
杯
、

　
貸
し
歌
詞
集
） 

■問
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
１１
月
１３
日
豸
午
前 

　
8
時
半
市
役 

　
所
前
集
合 

■所
一
夜
庵
（
観 

　
音
寺
市
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、 

　
水
筒
、
雨
具
持
参 

■問
山
下
さ
ん（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 

シ
ニ
ア
軟
式
野
球
チ
ー
ム 

　
健
康
で
活
力
の
あ
る
人
生
を
楽
し 

む
た
め
の
チ
ー
ム
で
す
。 

■対
５０
歳
以
上
の
健
康
な
人
、
チ
ー
ム

　
構
成
は
１１
人
以
上 

■料
登
録
費
無
料
（
１２
月
末
ま
で
） 

■他
用
具
は
各
チ
ー
ム
で
用
意 

■申
１２
月
３１
日
ま
で
に
チ
ー
ム
全
員
の

　
名
簿
を
添
え
て
、
丸
亀
軟
式
野
球

　
連
盟
（
マ
ル
ビ
シ
ス
ポ
ー
ツ
内
）

　
事
務
局
（
蘂
2
2
―
2
3
6
7
） 

 

キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
実
験
教
室 

■時
１１
月
１２
日
貍
午
前
１０
時
〜
１１
時
１０

　
分
、１１
時
２０
分
〜
午
後
0
時
半（
ど

　
ち
ら
か
に
参
加
） 

■所
サ
ン
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
Q（
富
屋
町
） 

■対
小
学
1
年
〜
6
年
生 

■定
各
約
２０
人（
自
由
参
加
、先
着
順
） 

■料
無
料 

■問
中
田
さ
ん
（
蘂
0
8
7
5
―
6
2

　
―
2
4
5
0
） 

 

初
心
者
歓
迎 

太
極
拳
を
し
ま
せ
ん
か 

■時
毎
週
木
曜
午
後
1
時
半
〜
3
時 

■所
蓮
池
公
園
軽
運
動
室 

■料
5
0
0
0
円
（
入
会
金
）
1
5
0
 

　
0
円
（
月
額
） 

■申
金
丸
さ
ん（
蘂
2
3
―
3
3
7
9
） 

 

平
成
２３
年
度
丸
亀
高
校
同
窓
会
総
会 

■時
１１
月
１３
日
豸
午
前
１０
時
半
〜
午
後 

　
3
時 

■所
オ
ー
ク
ラ
ホ 

　
テ
ル
丸
亀 

■対
同
窓
会
会
員 

■内
記
念
講
演
会
、 

　
総
会
、懇
親
会
、独
唱
・
演
奏
な
ど 

■料
会
費
6
0
0
0
円
（
一
般
会
員
）

　
2
0
0
0
円
（
学
生
） 

■問
丸
亀
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局 

　
（
蘂
2
3
―
5
2
4
8
） 

 

綾
歌
剣
道
ク
ラ
ブ
・
綾
武
館 

■時
毎
週
火
・
金
曜
午
後
7
時
半
〜
9

　
時（
年
長
・
小
学
生
）、
午
後
9
時

　
〜
１０
時
（
中
学
生
以
上
） 

■所
綾
歌
中
学
校
武
道
場 

■他
１１
月
に
剣
道
体
験
教
室（
無
料
）を

　
開
催 

■問
同
ク
ラ
ブ
・
上
田
さ
ん
（
蘂
0
9

　
0
―
4
5
0
8
―
8
0
1
5
） 

 

切
り
絵
体
験
講
座 

蘆
１１
月
2
日
貉
午
前
9
時
半
〜
１１
時

　
半
＝
飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー
（
蘂
9
8
―
2
2
0
0
） 

蘆
１１
月
4
日
貊
午
前
9
時
半
〜
１１
時

　
半
＝
城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　
ー
（
蘂
2
3
―
8
1
2
9
） 

蘆
１１
月
9
日
貉
午
前
１０
時
〜
１１
時
＝ 

　
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
蘂

　
2
4
―
0
9
8
1
） 

■定
各
１０
人 

■内
来
年
の
干
支
「
辰
」
の
切
り
絵 

■料
1
5
0
0
円 

■他
道
具
は
無
料
貸
し
出
し 

■申
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
電

　
話
で
申
し
込
み 

■問
切
り
絵
工
房
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｈ
田
端
さ

　
ん
（
蘂
2
1
―
4
7
7
2
） 

 

し
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ 

■時
１１
月
２０
日
豸
午
前
8
時
市
民
会
館 

　
前
集
合 

■所
五
色
台
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
下

　
笠
居
コ
ー
ス
（
高
松
市
） 

■料
無
料 

■申
１１
月
１８
日
貊
ま
で
に
、
し
わ
く
ハ

　
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事
務
所
（
蘂
2

　
2
―
4
1
8
0
） 

は
す 

え 

と 

た
つ 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

健
康
じ
ゅ
く
！ 

丸
亀
市
歯
科
医
師
会 

喫
煙
と 

　
　
お
口
の
健
康
に
つ
い
て 

　
先
日
、
空
港
で
た
ば
こ
の
箱
と
ラ
イ

タ
ー
を
握
り
し
め
、
喫
煙
所
を
探
し
て

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
人
を
見
掛
け
ま
し

た
。
最
近
は
様
々
な
場
所
で
禁
煙
・
分

煙
が
行
わ
れ
、
愛
煙
家
の
人
に
は
非
常

に
暮
ら
し
に
く
い
世
の
中
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
致
死
性
有
害
化
学

物
質
が
約
２
０
０
種
類
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
特
に
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一

酸
化
炭
素
は
た
ば
こ
の
三
大
有
害
物
質

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
長
期
間
の
喫
煙
で
、
が
ん
や
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

う
い
っ
た
全
身
の
影
響
だ
け
で
な
く
、

喫
煙
に
よ
っ
て
口
の
中
に
も
様
々
な
悪

影
響
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
。 

　
ニ
コ
チ
ン
の
血
管
収
縮
作
用
や
一
酸

化
炭
素
に
よ
る
酸
素
供
給
不
足
は
歯
周

病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
１
日
20
本
以
上

喫
煙
す
る
人
は
、
喫
煙
し
な
い
人
と
比

べ
、
歯
周
病
に
５
倍
か
か
り
や
す
く
、

歯
の
寿
命
も
10
年
短
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
タ
ー
ル

や
そ
の
他
の
科
学
物
質
に
よ
っ
て
、
歯

の
着
色
や
歯
肉
の
変
色
、
舌
の
汚
れ
が

発
生
し
ま
す
。
口
臭
の
原
因
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
味
覚
障
害
や
口
の
中
が
乾

燥
す
る
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
も
、
口
の
中
の
傷
が
治
り

に
く
く
な
る
、
発
が
ん
性
物
質
に
よ
る

口
腔
が
ん
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る
な

ど
、
喫
煙
は
口
の
中
の
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
喫
煙
は
個
人
の
嗜
好
で

あ
り
、
強
制
的
に
禁
じ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、「
喫
煙
病（
依
存
症
＋
喫
煙

関
連
疾
患
）
」
と
い
う
全
身
疾
患
と
し

て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。
歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
見

て
も
、
お
口
の
健
康
の
た
め
に
禁
煙
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。 

 
●おはなし会 
飯山＝11月12日貍  
　　　午後2時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝11月6日豸、20日豸  
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●ボンジュール！ ヤン＆ロー
　ロンのフランス語で絵本の
　読み聞かせ＆ギター演奏 
飯山総合学習センター＝11月
　5日貍午前10時半 
綾歌＝11月6日豸午前10時半 

対象＝幼児・小学生と保護者 
定員＝30組 
●和田邦坊版画展 
日時＝11月1日貂～22日貂 
場所＝中央図書館 
●市内小・中学生 
　読書感想文等入選作品展 
中央図書館＝11月6日豸まで 
綾歌図書館＝11月9日貉～ 
　　　　　　16日貉 
飯山図書館＝ 
11月19日貍～ 
29日貂 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　3日、14日、23日、28日、30日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　3日、7日、14日、21日、23日、28日、30日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　3日、7日、21日、23日、30日 

『安野光雅』 
（山川出版社） 

　数多くの賞を受賞し、国際的にも評価の高い画家・絵
本作家安野光雅。現在に至るまでの軌跡を、作品と周囲
の人々の語りでたどる。 

『ぼくのトイレ』 
鈴木のりたけ・絵　（PHP研究所） 

『おひとりさまの終活』 
中澤まゆみ・著（三省堂） 

　「終活」の前の就活情報から、オーダーメイドの「見守り」、
介護対策、防災対策、お金、医療、終のすみか、葬送まで、自分
仕様の“いい日旅立ち”を準備するための知恵を紹介する。 

　毎日毎日、おんなじトイレ。たまには違うトイレに入りたい。
ルーレットイレに、滑り台トイレ、ロケットイレ……。おもしろ
トイレがいっぱい！ トイレが楽しくなる絵本。 

１１月の休館日 

１９ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

１８ １８ 

し 

こ
う 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 



ジュウガツザクラ ジュウガツザクラ 

11月頃と4月頃の2回花を咲かせま
す。冬の花は、春の花よりも小振りだ
といわれています。 

（綾歌森林公園） 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

お話が大好きな陽友 
元気いっぱい大きく育ってね☆ 

小　松　亮　雅ち
ゃ
ん 

こ まつ が 

（H20.11.20生） 
綾 歌 町  

トラクター好きの亮雅くん。 
一緒にいっぱい乗ろうね螢 

りょう 

松　浦　陽　友ち
ゃ
ん 

まつ うら より ひ 

（H20.5.5生） 
中 津 町  

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
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子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 
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す
 

11月22日貂  
午前10時～午後4時半 

生涯学習センター3階ホール 

宝塚大学・内海紀雄特任教授による
基調講演「里山富士と日本の心」、
地域振興アドバイザー・竹内守善さ
んによる「観光及び地域振興におけ
る里山の役割」のシンポジウムなど 

聴講無料（途中入退出可） 

全国里山富士サミット実行委員会・
文化観光課内（蘂24‐8816） 

富
士
を
語
ろ
う 

ふ
る
さ
と
を
語
ろ
う 

全
国
に
数
多
く
あ
る
里
山
富
士
、 

そ
の
秀
麗
な
姿
は
古
く
か
ら 

そ
の
土
地
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
象
徴
と
し
て
今
、 

改
め
て
見
直
さ
れ
る
自
然
の
力
強
さ
と
、 

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
尊
さ
。 

サ
ミ
ッ
ト
で
は
各
地
の
里
山
富
士
の
魅
力
を 

広
く
全
国
に
発
信
し
ま
す
。 

変
わ
ら
な
い
姿
で
わ
た
し
た
ち
を
見
守
り 

待
ち
続
け
て
く
れ
る
、 

そ
ん
な
富
士
を
語
り
、 

ふ
る
さ
と
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。 

第１回 

　今年は、国連が提唱する国際森林年に 

あたります。そこで、市では全国の里山 

富士を有する市町村が相互に交流し、全 

国的なネットワーク作りを行うためのサ 

ミットを開催します。 

　今年は、国連が提唱する国際森林年に 

あたります。そこで、市では全国の里山 

富士を有する市町村が相互に交流し、全 

国的なネットワーク作りを行うためのサ 

ミットを開催します。 

～基調講演～ 

～シンポジウム～ 

午前10時20分～ 
　　　11時20分 

午後1時半～3時 

宝塚大学 
内海紀雄特任教授 

～基調講演～ 

午前10時20分～ 
　　　11時20分 
宝塚大学 
内海紀雄特任教授 

地域振興アドバイザー 

竹内　守善さん 

総本山善通寺法主 
真言宗善通寺派管長 

樫原　禅澄さん 

丸亀市副市長 

宮川　明広 

日本山岳会会員 

林　　　巍さん 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

パ
ネ
リ
ス
ト エッセイスト 

秋本　敬子さん 

日時 

場所 

その他 

内容 

問い合わせ 

11月22日貂  11月22日貂  

第1回 
秀景ふるさと富士写真 
コンテスト（静岡県主催） 
の優秀作品を多数展示 


